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研究開発２ 教育課程の編成 －グローバルラーニング（ＧＬ）－ 

 

１ 目的と期待される効果 

（１）目的 

普通科の教育課程において，地理歴史，公民に関する各科目の内容をグローバル・リー

ダー育成の目的で編成し直した学校設定教科「グローバルラーニング（ＧＬ）」を設定する。

当該学校設定教科の学習を通して，日本と世界の諸地域の歴史・伝統や言語・生活・文化

の地域的特色への興味・関心を高め，基本的な概念や制度，人間の生き方等について理解

を深めるとともに，国際社会で活躍する上で必要な思考・判断・表現する能力，語学力，

語彙力，コミュニケーション能力を養う。  

（２）期待される効果  

   この科目の学習を通して，グローバルな社会課題に対する関心と解決に向けた意欲が高

まり，探究心，コミュニケーション能力が身に付くことが期待できる。 

 

２ 内容 

次の①～⑥を学校設定科目として設定する。  

 ① ＧＬ世界史（世界史Ｂの代替）普通科１年 

 ② ＧＬ日本史（日本史Ｂの代替）普通科２年（選択）  

 ③ ＧＬ地理（地理Ｂの代替）普通科２年（選択）  

 ④ ＧＬ倫理（倫理の代替）普通科３年 

 ⑤ ＧＬ政治・経済（政治・経済の代替）普通科３年 

 ⑥ ＧＬアクティブ（原則として週時程外で実施）普通科１～３年  

 

３ 実施方法 

上記の①～⑥学校設定科目については，代替する科目の内容をグローバルな視点を重視し

て見直し，積極的にＩＣＴ機器を活用して，アクティブ・ラーニングを取り入れて実施する。  

  なお，⑥「ＧＬアクティブ」は，国内グローバル研修，海外グローバル研修，大学や企業，

研究施設等における講義や講習等の出席状況や研修成果，活動状況等を評価に加え，単位を

認定する。 

  

４ 検証評価方法 

  入学した直後に普通科の生徒及び保護者に対して「グローバル・リーダー」に関するアン

ケート調査を行う。１年後，２年後に同様のアンケート調査を行い，変容を見る。調査結果

はＳＧＨ運営指導協議会で検証し，評価する。また，教員にもアンケート調査を４月及び年

度末に行い，教員の意識の変容を見る。さらに，卒業時の大学進学実績をこれまでのものと

比較検討し，検証評価する。大学卒業後についても，追跡調査を行う。  

 

５  実施内容 

（１）「ＧＬ世界史」による「ＧＬアクティブ」との科目横断的授業 

昨年と同様，グローバルな課題を取り上げ，その課題を世界史からの視点で考察する授

業を展開するとともに，「ＧＬアクティブ」との科目横断的要素を取り入れた授業を実施し

た。授業については次のとおりである。  
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「ＧＬ世界史指導案」                                      

 

１  単元名「イスラーム世界の形成と発展」 

２ 単元全体の指導計画 

（１） イスラームの成立について理解する。 

（２）イスラーム世界で起きている問題の形成に関わる歴史について主体的にわかろうとした

り，問題の解決に向けて構想したりする力を身に付ける。 

３ 単元目標 

（１）イスラームが宗教として成立していく過程を理解する。 

（２）イスラームがウンマを形成し領域を拡大することを理解する。 

（３）イスラームの教えがムスリムの生活の一部であると理解する。  

４ 本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

導入 

７分 

 

・隣同士二人組となり前回の学習内

容を１分間で説明する。 

・イスラームの成り立ちにつ

いての基本事項の要点を短

時間でまとめて，相手に的

確に伝えられるように意識

させる。 

 

展開 

３８分 

 

 

 

 

・前回の授業を通して，イスラーム

について感じたことや考えたこと

についてまとめる。 

・「ＧＬアクティブ」に参加し東京

ジャーミィを見学した生徒がクラ

スで発表する。 

・発表の内容を踏まえて、イスラー

ムについて気付いたことや新たに

知り得たことをグループで話し合

う。 

・グループごとに発表し、気付いた

ことについてメモを取る。 

・イスラームについて感じたことや

考えたことについてまとめる。 

・ワークシートに書かせる。 

 

・発表を聞きながらメモを取ら

せる。 

・４人のグループを作ら

せて話し合わせ、気付い

たことをワークシートに

メモをとる。 

 

・発表を聞く前と聞いた

あとでのイスラームの捉

え方の変容について確認

させる。捉え方が変わっ

た理由も書かせる。 

話し合いを通してイ

スラームについて知

り得たことをより深

化させようとしてい

る。【関心・意欲・

態度】 

 

 

考え方の変容等の根

拠となる知識を身に

付けたりイスラーム

について理解してい

る。【知識・理解】 

まとめ 

５分 

・本時のまとめと次時の内容を

知る。 

・自己評価を行う。 

・次時はイスラームの発展に

ついて学ぶことを予告する。 

・自己評価を行わせて回収す

る。 

 

 

５ 評価手法 

（１）東京ジャーミイを見学した生徒の発表を聞き、グループで話し合ったことを記録

したワークシートにより、ルーブリックで評価する。 
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（２）イスラームについて今まで抱いていた考えと，授業でイスラームに係る知識・理

解を得た上で、イスラームについての考えを書かせ、ルーブリックで評価する。 

（３）自己評価カードを配付し，活動を振り返ってＡＢＣで自己評価させ、理解につい

て自己点検させるとともに、指導者の振り返りに役立てる。 

 

６ ルーブリック  項目の【 】は、本校で身に付けさせたい能力等である。  

   

【イスラームの授業全体を通しての生徒の感想】 

 ・国内でも世界でも「イスラム教徒」を誤解している人は多いと思う。そしてそのまま

片付けて考えることを止めている気がする。イスラム教徒でもキリスト教徒でも同じ

人間であることには変わりがないのだからお互いを理解し合うことが大切なのではな

いかと思う。 

 

 

（２）「ＧＬ地理」：「地理的思考力を培い，グローバル・リーダーとして活躍できる資質と能

力を養う学習活動 ～『高校生東南アジア小論文コンテスト』への参加を通して～ 」 

「ＧＬ地理」は今年度初めての実施となる。グローバルな課題を地理的見地から考察す

る授業を行っているが、ここでは、神田外語大学が行っている高校生東南アジア小論文コ

ンテストで取り上げているグローバルな課題について小論文を書かせることで、グロー

バルな課題に対する関心・意欲を高めるとともに地理的見地から思考を深化させる授業

を実施した。授業については次のとおりである。  

 

 

「ＧＬ地理指導案」 

１ 単元名「現代世界の諸地域・東南アジア」 

２ 単元の目標 

 （１）東南アジア地域の自然環境，社会と文化を理解し，地域ごとの特徴と差異を考察する。 

 （２）資料を活用し，変容する社会を捉える地理的な視点や方法を身につける。 

 （３）グローバルな視野から考察・論述させることによって，地理的思考力を培うとと    

もに，グローバル・リーダーとして活躍できる資質と能力を養う。 

 

項目 A（３） B（２） C（１） 
異文化についての捉え方 

 

 

 

 

【探究心】 

【コミュニケーション能力】 

メモを取りながら報告

を聞き，質問を積極的

にするとともに、グル

ープで意見を出し合い

ながら、新たな気付き

や知識等をまとめるこ

とができる。  

メモを取りながら報

告を聞き，グループ

で意見を出し合いな

がら、気付いたこと

や知識を確認するこ

とができる。  

報告を聞く際にメ

モをとることがで

きず、グループで

の話し合いについ

ても意見を出すこ

とができない。 

異文化についての考え方 

 

 

【思考・判断・表現】 

確かな知識や理解を根

拠にして異文化を捉え

上で、異文化について

考えを深めることがで

きる。 

確かな知識や理解を

根拠にして異文化を

捉えることができ

る。 

確かな知識や理解

が不十分なまま異

文化を捉えてい

る。 
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３ 単元の構成と評価（全５時間） 

   東南アジア地誌を学習し，地域への理解を深めたことを踏まえて小論文を執筆する。グル

ープでの資料の検討や分析を通じ，その内容を説明したり自分の考えを論述したりする学習

活動を充実する。 

  作成した小論文を全員が『高校生東南アジア小論文コンテスト』に応募するとともに，校

内においてルーブリックにより評価する。 

 （１）東南アジアの歴史と文化・民族（１時間） 

 （２）東南アジアの農業とその変化（１時間） 

  （３）ASEAN の結成と工業の発展（１時間） 

  （４）ASEAN の変化と課題（１時間）・本時 

 （５）小論文執筆（１時間） 

 

４ 本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

 導 入 

 

 

『１人あたりＧＤＰと経済成長

』の資料からＡＳＥＡＮ諸国の

経済の現状や課題を知る。 

経済成長が一律でないことを

理解させる。 

 

 

 展 開 

 

 

 

 

 

 

 

 

①タイ･ベトナム･インドネシア

の３グループに分かれ，『高校

生東南アジア小論文コンテスト

』から提示された資料を検討す

る。 

②関連する資料を収集し分析す

る。 

③情報を整理し，小論文のテー

マを決定する。 

・生徒が自ら関心を持った国

のグループに参加させる。 

 

 

 

・前時までの学習を踏まえ，

各国の状況を考察させる。 

・小論文執筆に向けて，必要

な資料は何か考えさせる。 

関心･意欲･態度 

 

 

 

 

 

資料活用の技能 

 

 

 まとめ 

 

 

グループの代表が各国の様子を

紹介する。また，本時で検討し

た内容を発表する。 

３か国の相違点を認識させる

。 

・次時において小論文を執

筆することを予告する。。 

 

 

 

 

５ 小論文評価のルーブリック 

項目 Ａ Ｂ Ｃ 

小論文作成を通して，東南

アジア地域への関心を高め

ることができる。 

（関心･意欲･態度） 

小論文作成を通して，

東南アジア地域を深く

理解し，その関心を高

めることができる。 

小論文作成を通して，東

南アジア地域への関心を

高めることができる。 

小論文作成を通して，

東南アジア地域への関

心を高めることができ

ない。 

課題を考察し，小論文を論

理的に構成できる。 

（思考･判断･表現） 

 

課題となる記事につい

て的確に考察すること

ができ，小論文を論理

的に構成することがで

きる。 

課題となる記事について

考察することができ，小

論文を構成することがで

きる。 

 

課題となる記事につい

て考察することができ

ない。または，小論文

を構成することができ

ない。 
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資料を適切に活用できる。 

（資料活用の技能） 

 

関連する資料の選択が

的確であり，その資料

を充分に活用すること

ができる。 

関連する資料を選択し，

活用することができる。 

 

関連する資料を選択す

ることができない。ま

たは，選択しても活用

することができない。 

 

記事を正しく理解できる。 

（知識・理解） 

課題となる記事を読み

正しく理解し知識を深

めることができる。 

課題となる記事を読み，

理解することができる。 

課題となる記事を読む

ことができない。また

は，理解できない。 

 

 

（３）ＧＬアクティブ 

 

大学との連携，関係機関との連携，海外研修等に係るＧＬアクティブについては後の該当箇

所に記載し，ここでは，それ以外の実践を示す。  

ア 『醸造文化，地域活性化を学ぼう』 

（ア）日 時 平成２９年８月３日（木）午後１２時２０分～午後５時  

（イ）場 所 ちば醤油（株）（香取市）  

        発酵の里こうざき（神崎町）  

（ウ）対 象 ２１名（１・２学年希望者） 

（エ）目 標 醤油醸造工場並びに発酵食品の展示を見学し，日本における醸造・発酵文化

を通じた地域活性化について考察する。また，ハラール認証を取得し，イスラ

ム圏に輸出している醤油を通して日本の食品の可能性について考え，研究課題

を見付ける一助とする。  

（オ）内 容 ちば醤油（株）では最初に佐原・小見川地区における醤油醸造の歴史とその製

法を解説していただいた。工場では，原料搬入の様子や伝統的な木樽での仕込み

の様子，出来上がった醤油を絞る過程などを見学させていただいた。見学後の質

疑応答では，伝統的な製法を守ることの難しさ，ハラール醤油を開発し商品化し

た経緯や製造上の苦労などを伺うことができた。  

発酵の里こうざきでは，近隣諸地域で製造される発酵食品の展示を見学し，

発酵を利用する食品の多様性や「発酵」を地域活性化に結びつけている様子を

学んだ。また，地域を紹介するパンフレットが複数の言語で作られている様子

を見て，課題研究の発表の参考になったという生徒も見られた。    

（カ）アンケート結果  

 

【GL アクティブ共通アンケート】（数値は回答数）  

① 日本や地域の歴史・伝統・文化，社会課題をより深く理解する必要性を感じた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

９人 １０人 ２人 ０人 

 

② 外国の歴史・伝統・文化，社会課題に関する興味・関心が高まった。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

６人 １１人 ４人 ０人 
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③ 今回の GL アクティブの事柄を，外国人に英語で話すことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

０人 ４人 １４人 ３人 

 

④ 今回の GL アクティブの事柄を，友人等と話し合うことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

５人 １６人 ０人 ０人 

 

⑤ 今回の GL アクティブに関連する課題研究テーマを考えることができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１人 ７人 １２人 １人 

 

⑥ 課題研究に関する新たな（異なる）視点を得ることができた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２人 １２人 ６人 １人 

 

⑦ この GL アクティブは，課題研究テーマを考えるのに役立った。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１人 １２人 ６人 １人 

 

【生徒感想】  

・一見知っているように見える日本の文化のことでも，このように知らないことはたくさんあるの

で日本の文化にも積極的に目を向けたい。 

・醤油はただの食品ではなくグローバルなビジネスとしても扱われていることがわかった。 

・日本に来る人が安心して日本の食を楽しめる環境があることはとても良いことだと思った。ムス

リムだけでなく外国人向けに安心して食べられる食を届けたいと思った。 

・文化や宗教による壁を乗り越えることをあきらめるのではなく創意工夫している姿から学ぶこと

がたくさんあった。 

 

（キ）成果と課題 

    発酵・醸造の文化が地域に根ざしたものであり，地域活性化につながることを学び，

同時にハラール醤油のように世界へも目を向けたものであることを知る機会となった。

ハラール食品は国内向けと海外向けがあり，その両方に対応していく工夫がなされてい

ることも学ぶことができた。見学に際しては多くの質問が発せられ，生徒の興味・関心

が高まったと考えられる。  

    しかしながら，これらの文化をいかに発信し，伝え，提言していくか，という点では

まだまだ課題が多いと考えられる。今回の見学を機に，その文化を歴史的，地理的によ

り一層の探究を試み，発信する力を育てたい。  

 

イ 『江戸博を知ろう』  

（ア）日 時 平成２９年８月２６日（土）午後１時～午後４時             

（イ）場 所 江戸東京博物館（墨田区）  

（ウ）対 象 ２０名（１学年希望者） 

（エ）目 標 グローバル化が進む現代社会の問題（例えば循環型社会の構築など）と江戸



56 

 

時代の社会問題解決方法などを比較し，研究課題を見つける一助とする。  

（オ）内 容 生徒を２班に分けて，江戸東京博物館のボランティアガイドの方（２名）に，

博物館の展示を一通り解説していただいた。江戸時代の社会の仕組みや江戸の

人々の暮らし，江戸から東京への変化などわかりやすく話していただいた。そ

の後は，自由に興味を持った分野などを見学した。 

（カ）アンケート結果  

【GL アクティブ共通アンケート】（数値は回答数）  

① 日本や地域の歴史・伝統・文化，社会課題をより深く理解する必要性を感じた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１１人 ９人 ０人 ０人 

 

② 外国の歴史・伝統・文化，社会課題に関する興味・関心が高まった。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

７人 ５人 ８人 ０人 

 

③ 今回の GL アクティブの事柄を，外国人に英語で話すことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

１人 ２人 １５人 ２人 

 

④ 今回の GL アクティブの事柄を，友人等と話し合うことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

８人 ８人 ４人 ０人 

 

⑤ 今回の GL アクティブに関連する課題研究テーマを考えることができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

３人 ５人 １２人 ０人 

 

⑥ 課題研究に関する新たな（異なる）視点を得ることができた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２人 ８人 １０人 ０人 

 

⑦ この GL アクティブは，課題研究テーマを考えるのに役立った。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

３人 ６人 １１人 ０人 

 

【生徒感想】  

・昔の日本から，グローバル化が進む現代の社会問題解決方法が見つけられる気がする。 

特に江戸時代の防災，明治時代の国交に興味を持った。 

・多くの外国人が博物館を訪れていて，外国人にもわかるようにいろいろな工夫がされていた。 

・江戸から東京になるまで，どのように西洋の文化が入ってきたのかなど，展示物を見ながら 

詳しく学び取ることができた。 

・江戸から東京の生活様式や都市の移り変わりなどさらに深く掘り下げて調べてみたい。 

・江戸時代の町人の生活がよくわかった。また，明治・昭和への時代の移り変わりを通して， 

現在につながることをこれからじっくりと考えていきたい。 
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（キ）成果と課題 

日本の歴史，特に近世・近代という現代と大きくつながる部分の歴史を学び，グローバ

ルな課題を考えるためのヒントが得られた。しかし，感想を見る限りでは歴史を学習し

たというだけで終わっている生徒が多いので，興味を持った分野と現代の問題とを結び

つけることが課題である。防災や都市の移り変わり，生活の様式の変化に興味を持った

生徒も多く，現代ともつながりそうな分野なので，今後に期待したい。  

      一方，生徒から質問などはあまりなく，積極性という意味では少し物足りない印象を

受けた。あまり，テーマを絞らないまま博物館を案内していただいたたことで，焦点が絞

れない生徒がいたようだ。テーマを明確に示すなど改善が必要である。  

 

ウ 『難民問題を考える —難民を助ける会，さぽうと２１』 

（ア）日 時 平成２９年８月２４日（木）午後２時～午後３時４５分 

（イ）場 所 本校地域交流施設  

（ウ）対 象 ２１名（１・２学年希望者） 

（エ）目 標   ２年生は課題テーマについて理解を深める一助とする。１年生は「難民問題」  

       についての講義を通して，課題テーマ決定の一助とする。  

（オ）内 容 「難民を助ける会」小田隆子氏「さぽうと２１」中谷多賀子氏より国内外の

難民支援について話を伺う。  

        中谷氏より，インドシナ難民の受け入れから始まった日本の難民受け入れは，

条約難民以外にも人道上の難民，第３国定住難民を主に東南アジアから受け入

れていること，難民と認定された場合に受けられる支援について，難民以外に

も南米からの日系定住者，中国からの帰国者など支援が必要な人は多いこと，

生活で精一杯な家族のための教育支援の重要性等について説明があった。小田

氏より，世界の難民の実態について，特にシリア難民を多く受け入れている隣

国トルコが行っている支援について，緊急支援と継続支援の違い，「難民を助け

る会」の具体的な支援内容等について説明があった。  

        また，高校生としてできる支援の具体例があり，終了後，Ｑ＆Ａが行われた。 

（カ）アンケート結果  

 

【GL アクティブ共通アンケート】（数値は回答数）  

① 日本や地域の歴史・伝統・文化，社会課題をより深く理解する必要性を感じた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

３人 １４人 ４人 ０人 

 

② 外国の歴史・伝統・文化，社会課題に関する興味・関心が高まった。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

９人 １０人 ２人 ０人 

 

③ 今回の GL アクティブの事柄を，外国人に英語で話すことができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

０人 ４人 １５人 ２人 

 

④ 今回の GL アクティブの事柄を，友人等と話し合うことができる。  
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おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

７人 １２人 ２人 ０人 

 

⑤ 今回の GL アクティブに関連する課題研究テーマを考えることができる。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

５人 ８人 ８人 ０人 

 

⑥ 課題研究に関する新たな（異なる）視点を得ることができた。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２人 ８人 ９人 １人 

 

⑦ この GL アクティブは，課題研究テーマを考えるのに役立った。  

おおいにあてはまる  だいたいあてはまる  あまりあてはまらない  全くあてはまらない  

２人 １０人 ６人 ０人 

 

【生徒感想】  

 

・情報を共有することでも支援につながる，「いいね」を推すだけでも支援につながるという 

 ことがわかり良かった。 

・難民支援と言っても国内国外で，また緊急か継続かで支援の形が違うことがわかった。 

・国内の難民に対して「難民」というレッテルを貼らずに「生活者」としてみる視点が大切 

 である，というのはとても重要な点だと思った。 

・私たちにでも行えるような，学習支援や交流を増やすことについて考えてみるのもよいと 

思う。 

・今回お話を伺ったようなＮＰＯ，ＮＧＯの活動に大変興味がわいた。 

 

（キ）成果と課題 

    実際に支援に携わっている人から具体的な話を伺えたことで，難民問題をより具体的

に捉えることができた。高校生に何ができるかという視点に近づいていけたのではない

か。 

    講義形式にしていただいたが，高校生にできることを更に具体的に考えるワークショ

ップ形式のほうが，研究を進める上での手助けになるかもしれない。１・２年生対象と

したが，やはり研究のどの段階で行うのかを考えるべきである。  

 

 


